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ぎ手と見物客に「涼」を運んでくれました。

　８月７日に清水まつりの「樽みこし練り
廻り」が行われました。例年になく暑い日が
続いた今年の夏。次々とかけられる水は担
ぎ手と見物客に「涼」を運んでくれました。

　８月７日に清水まつりの「樽みこし練り８月７日に清水まつりの「樽みこし練り
廻り」が行われました。例年になく暑い日が廻り」が行われました。例年になく暑い日が
続いた今年の夏。次々とかけられる水は担続いた今年の夏。次々とかけられる水は担

炎熱の道を行く



人
々
が
ふ
れ
あ
い

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

交流促進
プロジェクト

郷
町
総
合
計
画
『
後
期
基
本
計
画
』
で
は
、
将
来
の
美
郷
町
の
た
め
に

特
に
力
を
入
れ
る
施
策
を
〝
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

豊
穣
な
大
地
の
恵
み
、
風
光
明
媚
な
自
然
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
々
、
こ
れ
ら
町

の
誇
れ
る
資
源
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
人
々
が
集
い
、
ふ
れ
あ

い
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

郷
町
総
合
計
画
『
後
期
基
本
計
画
』
で
は
、
将
来
の
美
郷
町
の
た
め
に

特
に
力
を
入
れ
る
施
策
を
〝
ま
ち
づ
く
り
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

豊
穣
な
大
地
の
恵
み
、
風
光
明
媚
な
自
然
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
々
、
こ
れ
ら
町

の
誇
れ
る
資
源
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
人
々
が
集
い
、
ふ
れ
あ

い
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

美

　

「
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
次
の

　

「
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
次
の

３
つ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
項
目
も

３
つ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
項
目
も

「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
気
あ
る
ま
ち

「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大
田
区
で
の
美

　

友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大
田
区
で
の
美

郷
米
の
販
売
や
町
特
産
品
等
の
売
り
込
み
体

郷
米
の
販
売
や
町
特
産
品
等
の
売
り
込
み
体

制
を
強
化
し
、
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

制
を
強
化
し
、
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

東
京
都
大
田
区
や
港
区
御
田
小
学
校
等
と

　

東
京
都
大
田
区
や
港
区
御
田
小
学
校
等
と

の
子
ど
も
学
習
交
流
を
推
進
す
る
ほ
か
、
大

の
子
ど
も
学
習
交
流
を
推
進
す
る
ほ
か
、
大

都
市
圏
か
ら
の
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
を
促

都
市
圏
か
ら
の
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
を
促

進
し
ま
す
。

進
し
ま
す
。

　

大
田
区
等
と
の
友
好
交
流
を
促
進
す
る
と

　

大
田
区
等
と
の
友
好
交
流
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
分
野
に
も
交
流
を
広
げ
る

と
も
に
、
新
た
な
分
野
に
も
交
流
を
広
げ
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
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交
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促
進
プ
ロ
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ェ
ク
ト
」
に
は
次
の

３
つ
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
項
目
も

「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
気
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大
田
区
で
の
美

郷
米
の
販
売
や
町
特
産
品
等
の
売
り
込
み
体

制
を
強
化
し
、
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

東
京
都
大
田
区
や
港
区
御
田
小
学
校
等
と

の
子
ど
も
学
習
交
流
を
推
進
す
る
ほ
か
、
大

都
市
圏
か
ら
の
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
を
促

進
し
ま
す
。

　

大
田
区
等
と
の
友
好
交
流
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
分
野
に
も
交
流
を
広
げ
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

交
流
促
進　
　

 

　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
地
域
資
源
の
情
報
発
信
と

　
　
　
　
　

売
り
込
み
の
推
進
】

【
学
習
交
流
の
推
進
】

【
友
好
交
流
の
推
進
】
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音
楽
が
つ
な
ぐ 

街
と
町

大
田
区
・
美
郷
町　

友
好
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

交流促進
プロジェクト

で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
東
京
都
大
田
区
や
茨
城
県
つ
く
ば
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
、

栃
木
県
那
阿
川
町
と
文
化
や
教
育
な
ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
で
の
交
流
を
通
じ
て
地
域

間
の
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
４
人
が
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
２
０
１
０
」

と
い
う
一
夜
限
り
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
出
演
し
、
ム
ー

ド
漂
う
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
演
奏
の
合
間
に

メ
ン
バ
ー
の
星
埜
洋
さ
ん
（
ギ
タ
ー
）
が
「
う
ち

で
は
美
郷
米
を
食
べ
て
い
ま
す
」
と
語
る
と
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
両
バ
ン
ド
に
よ
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
迫
力
の
あ
る
演
奏
に
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
田
区
と
の
交
流
は
、
平
成
元
年
に
大
田
区
西

六
郷
少
年
少
女
合
唱
団
が
旧
六
郷
町
の
六
郷
小
学

校
を
訪
れ
、
演
奏
会
を
開
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
は
「
友
好
都
市

提
携
」
と
「
防
災
協
定
」
を
結
び
、
そ
の
交
流
を

一
層
深
め
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
の
一
つ
と
し

て
活
気
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
交
流
の
輪
に
参
加
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
き
っ
か
け
を

大
切
に
し
、
人
々
が
集
い
、
ふ
れ
あ
い
、
活
気
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
交
流

の
輪
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

７
月
31
日
に
町
南
体
育
館
で
行
わ
れ
た
大
田

区
・
美
郷
町
友
好
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
。
東
京
都
大

田
区
か
ら
は
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
２
０
１
０
の
４
人
が
、

美
郷
町
か
ら
は
美
郷
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
23

人
が
会
場
を
訪
れ
た
約
５
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
東
京
都
大
田
区
と
音
楽
を
通
じ
て
交
流
し
よ

う
と
、
地
元
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
と
美
郷
町

地
域
間
交
流
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
で
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

去
年
に
引
き
続
き
出
演
し
た
美
郷
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
は
地
元
の
夏
祭
り
や
施
設
で

の
慰
問
演
奏
な
ど
、
「
地
域
に
根
ざ
し
た
グ
ル
ー

プ
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。
美
郷

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
コ
ン
サ
ー
ト
が

ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
会
場
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍

手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
同
実
行
委
員
長
で

美
郷
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
代
表
の
扇
田
亮
さ
ん

（
荒
町
）
は
あ
い
さ
つ
で
「
こ
れ
か
ら
も
音
楽
を

通
じ
た
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
田
区
か
ら
は
大
田
区
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

町

交
流
の『
き
っ
か
け
』は
子
ど
も
た
ち

今後の取り組み今後の取り組み ～ふるさと会員の皆様、ぜひ会場にお越しください～

友好交流の
推進

期日●10月16日㈯・17日㈰
場所●大田区産業プラザPio
参加●特産品を製造販売している
　　　町内企業、商工観光交流課
　　　など

　来場者30万人を超すイベント「OTAふれあいフェスタ」に参加し、
特産品のPRやミス清水による町の観光アピールを行います。

期日●11月６日㈯・７日㈰
場所●平和島競艇場
参加●地域間交流会、交流市実行委
　　　員会、観光協会、商工会、JA、町
　　　商工観光交流課・農政課 など

OTAふれあいフェスタ

期日●９月18日㈯、19日㈰
　大田区六郷地区の青少年対策委員会や自治会組織が美郷町
を訪れ、防災や消防に関する意見交換を行ったり、町の文化
や自然にふれてもらうことで交流を図ります。

　行政情報や共通課題の解決方法
などを情報交換することによりス
キルアップを図ります。

大田区 栃木県那阿川町
との行政間交流友好交流

■美郷ジャズオーケストラの皆さん■KAMATA2010の皆さん

おおた商い観光展

　町内特産品の首都圏への販路拡大とPRのため、大田区で行われる商
談会に参加します。
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体
験
が
つ
な
ぐ 

ひ
と
と
ひ
と

千
屋
小
学
校
・
御
田
小
学
校　

学
習
交
流

交流促進
プロジェクトど

も
た
ち
に
町
と
都
市
部
と
の
生
活
環
境
の
違
い
を
学
び
、
仲
間
づ
く
り
や
豊
か
な
人

間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
う
た
め
、
学
習
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生
の
と
き
、
こ
の
交
流
で
美
郷
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

宮
本
さ
ん
は
今
で
も
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
長
谷
川

さ
ん
の
お
宅
と
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

長
谷
川
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
当
時
の
交
流
で
出
会

っ
た
友
達
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

今
回
交
流
し
た
子
ど
も
た
ち
も
10
年
後
、
20
年
後

に
再
会
す
る
と
い
う
素
敵
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
千
屋
小
学
校
と
御
田
小
学
校
の
交
流
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
文
化
の
違
い
を
認
識
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
一
生
の
宝
物
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
終
日
に
は
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
持
ち
寄
っ
た

野
菜
で
「
収
穫
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開
か
れ
、
ト
マ
ト

や
き
ゅ
う
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
塩
や
味
噌
で
味

付
け
し
て
食
べ
ま
し
た
。
３
日
間
の
交
流
を
終
え
た

御
田
小
の
子
ど
も
た
ち
は
「
秋
田
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今

度
は
東
京
で
待
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
美
郷
町
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
か
ら
９
日
に
は
、
千
屋
小
学
校
児
童
24

人
の
皆
さ
ん
が
御
田
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
各

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々
と
活
動
し
た
後
に
は
徳
川

家
の
菩
提
寺
の
一
つ
で
あ
る
増
上
寺
に
宿
泊
し
、
午

前
５
時
30
分
か
ら
は
朝
の
お
勤
め
を
体
験
し
ま
し
た
。

普
段
と
違
う
環
境
に
神
妙
な
顔
つ
き
の
子
ど
も
た
ち

は
足
の
痺
れ
を
こ
ら
え
な
が
ら
約
30
分
間
の
お
勤
め

を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
は
御
田

小
学
校
の
屋
上
プ
ー
ル
で
水
泳
を
し
た
り
、
美
郷
町

産
の
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
皆
で
食
べ
る
な
ど
し

て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

千
屋
小
学
校
と
御
田
小
学
校
の
交
流
は
今
年
で
34

年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
、
こ
の
長
い
歴
史
を
物
語

る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
御
田
小
学
校
の
引
率
で

美
郷
町
を
訪
れ
た
宮
本
さ
ん
は
27
年
前
の
小
学
５
年

　

千
屋
小
学
校
で
は
東
京
都
港
区
御
田
小
学
校
と
、

お
互
い
に
行
き
来
し
、
一
緒
に
体
験
活
動
を
行
う

「
双
方
向
交
流
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
に
か
け
て
、
御

田
小
学
校
児
童
44
人
の
皆
さ
ん
が
本
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
収
穫
を
し
た
り
、
秋
田
弁
に
よ
る
昔
っ
こ
を

聞
い
た
り
し
て
美
郷
町
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
学習交流の
推進

グリーンツーリズムの推進

　２月上旬に茨城県かすみがうら市
立志筑小学校との歴史学習交流を行
います。期間中は千屋小、千畑南小
学校児童とともに天筆や雪遊び体験
をし、交流を深めます。

　農業体験や民泊受け入れ農家を拡
大し、農村の役割を理解してもらう
ことと同時に交流人口の増加を図り
ます。これまでは修学旅行生の受け
入れなどを個別に農家に依頼してい
ましたが、受け入れ農家を確保する
ための「美郷町都市農村交流推進協
議会」を設立し、情報交換や研修会
を行っています。

かすみがうら市学習交流

　

年
目
を
迎
え
る
交
流
の
歴
史

※グリーンツーリズム
　農山漁村地域において農作業体験
　や農家等との体験を通じて、その
　地域の自然や文化、人々とのふれ
　あいを楽しむこと。

今後の取り組み今後の取り組み

▲千屋小学校で野菜収穫パーティーを行う両校児童の皆さん

▲御田小学校の屋上プールで水泳をする両校児童の皆さん
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　「美郷米」ののぼり旗を掲げた大田区の米穀店。
７月現在で31店舗の米穀店が美郷米を取り扱って
います。10月からは新米を販売する予定で、友好
都市の「美郷米」として注目を集めています。

　大田区内の18の保育園の給食で「美郷米」が使
われています。これらの美郷米は米穀店を通して
提供されています。

　６月下旬に大田区で行われた「鵜の木まつり」で
は美郷米がプレゼントされ、美郷米を大田区民に
PRしました。

　９月15日、16日の二日間は関東圏の美郷米取扱
店に生産ほ場を視察していただく産地訪問ツアー
を開催し、安全で安心な美郷米をPRします。

う
り
こ
め
美
郷
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

交
流
を
通
じ
て
美
郷
米
や
特
産
品
の
売
り
込
み
を

交流促進
プロジェクト

今後の取り組み今後の取り組み

地域資源の情報
発信と売り込み
の推進

農産加工チャンピオン大会の開催

OTAふれあいフェスタ（3ページ）への参加

期日期日●10月16日10月16日㈯・㈯・17日17日㈰
場所場所●東京都大田区東京都大田区
　　　JR蒲田駅西口広場　　　JR蒲田駅西口広場
参加参加●交流市実行委員会、観光協会、交流市実行委員会、観光協会、
　　　商工会、酒販組合、JA など　　　商工会、酒販組合、JA など

期日●10月16日㈯・17日㈰
場所●東京都大田区
　　　JR蒲田駅西口広場
参加●交流市実行委員会、観光協会、
　　　商工会、酒販組合、JA など 　町の農産物を活かした加工品から美郷ブランド商品を決定し、首都圏等へ

の売り込みを行います。

町
で
は
大
田
区
等
と
の
相
互
の
交
流

を
通
じ
て
、
安
全
・
安
心
な
『
美

郷
米
』
や
町
の
特
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
、
販

売
す
る
と
同
時
に
、
販
路
の
確
立
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ
り
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
地
域
情
報
の
発
信

と
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

で
は
大
田
区
等
と
の
相
互
の
交
流

を
通
じ
て
、
安
全
・
安
心
な
『
美

郷
米
』
や
町
の
特
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
、
販

売
す
る
と
同
時
に
、
販
路
の
確
立
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ
り
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
地
域
情
報
の
発
信

と
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
大
地
と
清
冽
な
水
で
育

み
、
匠
の
技
と
一
途
な
も
の
づ
く

り
の
気
概
が
生
み
出
し
た
自
慢
の

「
美
郷
米
」。
だ
か
ら
こ
そ
、
安
全
で

安
心
な
お
米
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
自

信
を
持
っ
て
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、「
安
全
で
安
心

な
お
米
を
食
べ
て
い
た
だ
こ
う
」

と
、
美
郷
町
の
農
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
生
産
し
た
あ
き
た
こ

ま
ち
を
、
友
好
都
市
の
東
京
都
大

田
区
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
７

月
現
在
、
大
田
区
で
は
31
の
米
穀

店
が
美
郷
米
を
取
り
扱
い
、
18
の

保
育
園
の
給
食
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
安
全
安
心
な「
美
郷
米
」を

友
好
都
市
の

東
京
都
大
田
区
へ

　東京都大田区が友好都市を紹介するためのイベント「友好都
市ふれあいひろば」に参加し、美郷米や特産品をPRします。こ
のイベントは大田区と友好都市提携を結んでいる美郷町と長野
県東御市が共催して開催します。

期日●10月30日㈯、31日㈰
（美郷フェスタと同時開催）

▲昨年の産地訪問ツアーの様子

ました。

　６月
は美郷
PRしま

は関東圏の美郷米取扱
ただく産地訪問ツアー
米をPRします。 PRしま

様子

町のPR

所得の向上

交流の拡大

をうりこんでいます

友好都市ふれあいひろば
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安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

安全・安心
プロジェクト

　

「
安
全
・
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
次
の
３
つ

の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
の
健
診
か
ら
社
会
資

本
の
整
備
ま
で
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
を
問
わ
ず
に
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
つ
く

り
ま
す
。

　

「
地
域
防
災
計
画
」
を
踏
ま
え
、
災
害
や
事
故
、

緊
急
時
と
い
っ
た
万
一
の
事
態
に
備
え
た
体
制
作
り

を
目
指
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
成
長
で
き
る
環
境

の
整
備
に
努
め
、
保
護
者
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
そ
の
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
災
害
や
緊
急
時
に
お
い
て
も

安
全
か
つ
速
や
か
に
誘
導
・
避
難
で
き
る
よ
う
、
公

共
施
設
や
輸
送
道
路
等
の
点
検
・
改
修
・
整
備
を
目

指
し
ま
す
。 安

全
・
安
心

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
の
項
の

の
本
ので

全
でま

り
ま

ち
づ
く
り
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
の
一
つ
で
あ
る
「
安

全
・
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
生
活
基
盤
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〝
ま

【
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
】

【
子
育
て
の
安
全
・
安
心
】

【
社
会
資
本
の
安
全
・
安
心
】

　キャリア体験学習のため大曲消防
署南分署を訪れ、 放水訓練などを体
験した仙南中学校２年の藤田慶紀さ
ん（写真左）と小林勇人さん（写真右）。 
二人は「大変だったけど、 将来は消防
士になりたい」と語ってくれました。
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町
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨
年
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
、
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
約
1
7
0
0
世
帯
を
対
象
に
緊
急
時
の

避
難
支
援
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
今
年
６
月
下
旬
か
ら
約
4
0
0
世
帯

に
み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。
パ

ッ
ク
の
配
布
と
保
管
方
法
な
ど
の
説
明
は
民
生
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
が
対
象
と
な
る
お
宅
を
直
接
訪
問
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
訪
問
は
対
象
者
の
顔
や
身

体
的
特
徴
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
緊
急
時
に
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク
は
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
救
急
医
療
が
必
要
な
と
き
に
も

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
の
救
急
搬
送

が
増
加
す
る
な
か
で
、
難
聴
や
認
知
症
な
ど
で
本
人

の
持
病
や
内
服
薬
、
連
絡
先
の
確
認
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
、

み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク
に
よ
り
必
要
な
情
報
が
瞬
時
に

確
認
で
き
る
た
め
、
搬
送
中
や
搬
送
さ
れ
た
病
院
で
、

よ
り
迅
速
で
効
果
的
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
期
待
で

き
る
の
で
す
。
６
月
下
旬
の
配
布
以
降
、
み
さ
と
安

心
パ
ッ
ク
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
や
持
病
の
特
定

に
つ
な
が
っ
た
例
が
１
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
は

今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
み
さ
と

安
心
パ
ッ
ク
の
よ
う
な
災
害
や
緊
急
時
に
備
え
た
仕

組
み
を
整
え
る
一
方
で
、
地
域
の
人
た
ち
が
身
近
な

支
援
者
と
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
る
体
制
が
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
情
報
キ
ッ
ト
「
み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク
」
は
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
地
震
や
台
風
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
支
援
し
た
り
救
護
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な

「
情
報
」
を
入
れ
る
た
め
の
ケ
ー
ス
で
す
。

　

ケ
ー
ス
の
中
に
は
氏
名
や
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

を
書
い
た
用
紙
を
入
れ
ま
す
。
こ
の
用
紙
に
は
持
病

や
か
か
り
つ
け
の
病
院
、
緊
急
時
の
連
絡
先
、
普
段

飲
ん
で
い
る
薬
の
種
類
な
ど
を
記
入
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
飲
ん
で
い
る
薬
の
説
明
書
や
お
薬
手
帳
の
写
し

な
ど
、
救
護
す
る
と
き
に
役
立
つ
情
報
を
こ
の
用
紙

と
一
緒
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
て
も
、
保
管
し

て
い
る
場
所
が
ま
ち
ま
ち
で
は
迅
速
な
支
援
や
救
護

が
で
き
ま
せ
ん
。
支
援
す
る
側
に
と
っ
て
は
駆
け
つ

け
た
お
宅
に
、
み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク
が
あ
る
か
ど
う

か
を
瞬
時
に
判
断
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
パ
ッ
ク
は
ど
こ
の
ご
家
庭
に
も
あ
る
冷
蔵

庫
に
保
管
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
は
他

の
家
財
道
具
に
比
べ
て
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
、

災
害
か
ら
「
情
報
を
守
る
」
た
め
に
も
適
し
た
保
管

場
所
と
言
え
ま
す
。

美
郷
町
自
主
防
災
組
織

地
域
の
み
ん
な
で
防
災
を
考
え
る

万
一
の
事
態
に
備
え
て

緊
急
情
報
キ
ッ
ト「
み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク
」

安全・安心
プロジェクト

で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
の
要
援
護
者
（※

）
の
避
難
を
支
援
す
る

た
め
に
「
美
郷
町
災
害
時
等
要
援
護
者
支
援
実
施
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
町
・
町
社
会
福
祉

協
議
会
・
民
生
児
童
委
員
が
協
力
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
緊
急
情
報
キ
ッ
ト
「
み
さ
と
安
心
パ

ッ
ク
」
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
や
日
ご
ろ
服
用
し
て
い
る
薬
の
情
報
な
ど
を
入
れ
た
ケ

ー
ス
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
き
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

駆
け
つ
け
た
支
援
者
が
そ
の
情
報
を
避
難
支
援
や
救
護
に
活

か
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

町

支
援
や
救
護
に
必
要
な
情
報
を
保
管
す
る

み
さ
と
安
心
パ
ッ
ク

保
管
場
所
は
冷
蔵
庫

救
急
医
療
に
も
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら

緊急情報キット「みさと安心パック」に関するお問い合わせ先●町福祉保健課　福祉班　☎0187-84-4907

　ひとり暮らしの高齢者や障がい者、
乳幼児など災害発生時や緊急時に一
人ですぐ避難するのが困難で、周囲
の支援を必要とする方をいいます。

※要援護者
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問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187-84-4903

住宅用火災警報器の設置はお済みですか
購入費用に補助金を交付しています
■交付の基準
　次の①から③すべてに該当すること。
　①町内に住所を有し、平成18年6月1日以前に建築された自
　　ら所有する住宅に住んでいる方。
　②鑑定合格証（ＮＳマーク）が付いている住宅用火災警報
　　器であること。
　③町内の販売店で購入した住宅用火災警報機であること。
■補助金の額
　購入費用の２分の１以内（上限5,000円）
　※１世帯につき１回限り

■手続きの方法
　購入後に次の書類をお持ちのうえ、町住民生活課に申請し
てください。
　①住宅用火災警報器購入費補助金交付申請書
　②商品の領収書（レシート不可）
　③製品カタログ等の写し
　※領収書は購入者の氏名が書かれたものをお持ちください。
■その他
　申請書は町住民生活課窓口で配布しています。また、町ホ
ームページからもダウンロードできます。

平成23年５月31日まで
必ず設置しましょう。
設置場所は寝室と階段です。

美
郷
町
自
主
防
災
組
織

地
域
の
み
ん
な
で
防
災
を
考
え
る

美
郷
町
自
主
防
災
組
織

地
域
の
み
ん
な
で
防
災
を
考
え
る

安全・安心
プロジェクト

で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
災
害
が
起
き
た
と

き
に
予
想
さ
れ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
と
防
災
訓
練
な
ど
の
活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

を
行
っ
た
り
し
て
災
害
時
の
活
動
に
備
え

て
い
る
組
織
も
あ
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
道
路

が
寸
断
さ
れ
て
救
急
車
両
の
到
着
が
大
幅

に
遅
れ
る
事
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
と
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
声
か
け

を
し
て
安
否
確
認
を
迅
速
に
行
い
、
ケ
ガ

人
の
避
難
の
手
伝
い
や
救
急
車
両
の
誘
導

等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
迅
速
な
救

助
活
動
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
住
民
の
皆
様
に
災
害
情

報
な
ど
を
い
ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ

て
い
る
隣
近
所
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動

に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら
地

域
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
防
災
活
動

に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
、
こ
れ
が
「
自

主
防
災
組
織
」
で
す
。

　

美
郷
町
で
は
、
８
月
15
日
現
在
で
95
の

行
政
区
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
連
絡
網
の
整
備
や
災
害
時
要
援

護
者
の
確
認
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練

　

大
地
震
な
ど
の
大
災
害
が
発
生
し
た
と

き
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、

【
自
助
】
自
分
自
身
を
守
る

【
共
助
】
隣
近
所
の
連
携
で
助
け
合
う

【
公
助
】
消
防
な
ど
の
公
共
機
関
に
よ
る

　
　
　
　

救
助
・
支
援

が
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
町
で
は
、
こ
の

【
共
助
】
に
あ
た
る
自
主
防
災
組
織
を
行

政
区
単
位
で
設
立
し
て
も
ら
お
う
と
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
個
人

や
家
族
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

町

　８月１日に本館自主防災組
織が防災行政無線を使った避
難訓練を行いました。避難指
示放送を行うとともに、緊急
連絡網で避難伝達訓練と要援
護者の安否確認を行いました。
避難指示放送から15分で避難
できた家庭の確認と避難でき
ない家庭の安否確認を完了し、
緊急時に備えました。

本館自主防災組織で
避難訓練

本館自主防災組織で
避難訓練

▲安否確認の報告を行う本館地区
　住民の皆さん

写真：㈶日本消防協会
　　 「阪神・淡路大震災誌」より
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▲道路脇に植えられた花や防草シートを見学
　する参加者の皆さん

　農地・水・環境保全向上対策事業の一環として扇田集落資源保全
活動組合（庄司宰代表）が取り組んでいる田園アート。今回が２年
目で、今年は大きな山の模様と“私たちは米を愛している”という
思いを込めて「Ｉ ＬＯＶＥ 米」という文
字に挑戦しました。形がはっきり分かるよ
うに丈の短い品種を使うなど工夫をこらし、
複雑な植え付けに苦労しながら地域が一体
となって取り組みました。

田園アートに思いを込めて
扇田集落資源保全活動組合

　７月24日に大仙市、仙北市、美郷町の４地域を会場に、秋田県農地・水・環境
保全向上対策地域協議会仙北支部主催による仙北水土里紀行2010「みんなで見学、
いろんな農地・水」が開催されました。この研修会は農地・水・環境保全対策活動
を行っている組織の優良な取り組みを見学することで、今後の活動に活かしてもら
おうと毎年行っているものです。本町からは千畑地区の元本堂資源保全活動組合
（髙階眞龍代表）の防草シートを使った花の植栽で景観を良くする取り組みや地域
の子供たちの体験学習などが紹介されました。また、大仙市仙北ふれあい文化セン
ターで行われた活動写真展「笑顔あふれる活動風景」では、六郷地区のあらよ水資
源保全組合（荒川、四ツ屋地域　藤岡政好代表）の作品が最優秀賞に選ばれました。

　美郷町の子どもたちと茨城県つくば市の子どもたちがお互いに行き来して、地域の水
環境について学習する「つくば市・美郷町水環境学習交流」が行われました。この交流は、
お互いの地域の異なった水環境を体験することで、子どもたちの水環境に対する関心を
高めることを目的に、平成 11年から毎年行われています。

月６日から９日にかけて、つくば市内の小学
５年生36人の皆さんが本町を訪れました。子

どもたちは千畑地区の野際清水や七滝山ブナ原生林
の見学、本町の子どもたちと六郷湧水群や丸子川の
水質調査を行ったほか、清水まつりにも参加しまし
た。子どもたちからは「水がとてもきれいだった」
「美郷町で学んだことをつくばで活かしたい」とい
う声が聞かれました。

約250人の参加者が元本堂資源保全活動組合の
取り組みを見学しました

▼扇田集落資源保全活動組合が挑戦した田園アート

つくば市・美郷町水環境学習交流つくば市・美郷町水環境学習交流

8

月18日から20日にかけては、本町の小学５年生
13人の皆さんがつくば市を訪問し、つくば市の

小学生と同市松塚地区にある桜川でフナの稚魚を放流
したり、霞ヶ浦の湖上で水中のプランクトンの観察や
湖水の透明度を測ったりしたほか、霞ヶ浦環境科学セ
ンターなどを見学しました。フナの稚魚を放流した子
どもたちからは「水の汚れに驚いた」「美郷の水はき
れいだと思う」という感想が聞かれました。

8

美郷
交番

六郷小学校

国道13号

田園アート

9 広報美郷 平成22年9月



　私たちの生命、くらしになくてはならない水。地域の文化や産業
など、すべての源である水への関心を高め、水環境保全への取り組
みにつなげることを目的とした「水の郷シンポジウム」に、C.W.ニ
コル氏が来てお話しをしてくれることになりました。森と水の関わ
りだけでなく、森と人との関わりにも触れ、心が優しくなれる内容
となっています。たくさんの方々のご来場をお待ちしています。

第４回水環境マイスター養成講座の
受講生を募集します。

第４回水環境マイスター養成講座の
受講生を募集します。

　今年度の講座は今回が最後の開催です。今回は、地下
水を実際に作ってみようという壮大なスケールでの開催
となっていますので、向学心にあふれている皆さんの参
加をお待ちしています。
日　　時●10月９日㈯　午後１時30分～午後４時30分
場　　所●中央ふれあい館（旧六郷清水苑）ホール
テ ー マ●「地下水を作ってみよう」
　　　　　講師：秋田大学工学資源学研究科
　　　　　　　　地球資源学専攻助教授　網田和宏 氏
申込方法●10月1日㈮まで電話でお申し込みください。
申込・問●町住民生活課  環境安全班  ☎0187-84-4903

　６月26日と７月31日に地域の水環境保全のリー
ダーとなる人材を育成する「水環境マイスター養
成講座」が、環境カウンセラーの津村守先生を講師
にお迎えして行われました。参加した受講生の皆
さんはどんなことを学んだのでしょうか。津村先
生の講座の様子をご紹介します。

　水には、量や流れの方向、 pH（水素イオン濃度指数（※
１））、 COD（化学的酸素要求量（※2））・BOD（生物化学的
酸素要求量）、 軟水か硬水かなど様々な指標があります。
講義ではこれらの指標を検出する方法について説明が行
われ、 引き続き検査用品を使用して、 穀物酢や日本酒、 
紅しょうがの汁などのpHと川や水田から汲み上げた水
のCODの計測実験を行いました。 その後、 本堂城回地
区の湧水群に向かい、 現地
で水質調査を行いました。
　水質調査の結果、飲用可
能と分かった清水では汲み
上げた水を自分の口に含む
参加者もおり、水に関する
知識を深めた様子でした。

　1940年7月17日、英国ウェールズ生まれ。17才でカナダへ渡り、その後、カナダ水
産調査局北極生物研究所の技官として、海洋哺乳類の調査研究にあたる。1967年よ
り２年間、エチオピア帝国政府野生動物保護省の猟区主任管理官に就任。シミエン山
岳国立公園を創設し公園長を務める。1972年よりカナダ水産調査局淡水研究所の主
任技官、また環境保護局の環境問題緊急対策官として、石油、化学薬品の流出事故な
どの処理にあたる。1980年長野県黒姫に居を定め、以降、執筆活動をしている。1995
年7月日本国籍を取得。2002年自ら荒れた森を購入し、生態系の復活
を試みる作業を20年間行い、財団法人C・W・ニコル・アファンの森財
団を設立。2005年英国エリザベス女王陛下より名誉大英勲章を賜る。

　水の中にはたくさんの成分が溶け込んでいます。水
のおいしさはカルシウムやマグネシウムなどの化合物
の量や硬度、水温などによって決まると言われていま
す。特に水温は10℃～15℃が人にもっとも清涼感のあ
るおいしさを感じさせると言われています。講義で
は、おいしい水の条件について説明が行われ、引き続
き町内の水道など17地点から採取した水を使って飲み
比べと水質調査を行いました。受講者の皆さんが飲み
比べたところ、仙南東部浄水場の水が一番おいしいと
いう結果が出ました。
 その後、六郷東根浄水場を訪れ、水が汲み上げられて
から配水されるまで
の仕組みを学びまし
た。受講者の皆さん
は町職員から、ろ過
装置や制御盤の説明
を受けると、興味深
そうに機器に目を向
けていました。

おいしい水と飲める水（第２回　7月31日）水を学ぼう（第１回　6月26日）

水環境マイスター養成講座水環境マイスター養成講座
現在16名の参加者が水環境保全活動に

必要な知識を学んでいます

（※１）酸・アルカリの強さを表す数値
（※２）水中の被酸化性物質量を酸化
　　　するために必要な酸素量。数値
　　　が高いほと有機物量が多い。

C.W.ニコル 氏 （作家、環境保護活動家、探検家） 開催日●10月30日（土）
　　　　（美郷フェスタ開催日）
場　所●美郷町公民館
演　題●「心に木を植える」

10月30日（土）
第３回「水の郷シンポジウム」に
C.W.ニコルさんがやってくる。

※詳細は10月号の広報美郷でお知らせします。
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　８月４日に美郷町土地改良区連絡協議会（鈴木敏夫会長）主催の美郷
町水環境学習会が開かれ、町内の小学生22人が参加しました。
　子どもたちは六郷湧水群、千畑ほ場整備事業地区や金沢ダムなどの土
地改良施設を見学しました。ほ場整備の工事の様子を見学した子どもた
ちは「工事をするとき大変なことはなんですか」「面積はどれくらいで
すか」と積極的に質問をしていました。学習会の最後には関田円形分水
工を見学しました。関田円形分水工は農業用水をいくつかの水路に分配
するための施設で、昭和７年に建設された秋田県第一号の分水工です。
ここから送られた水は東京ドーム190個分の面積の畑や田んぼで使われ
ています。子どもたちは照りつける太陽の下、流れる水に手や足をつけ
ながら土地改良区職員の方の説明を聞いていました。

≪清水は、地域みんなのものです。保存・保全に地域みなさんのご協力を≫

第６回

（仙南地区　境田）

【伊豆神社の清水】
い ず

美郷町水環境学習会で
土地改良区施設を見学しました

　国道13号線野荒町中丁の、信号機のある交差点から西に
向かって600メートルほどのところに伊豆神社がありま
す。この神社の境内の北側、西側を囲むように清水が湧い
ていて、地元の方々から「オンドのシズ（お堂の清水）」
と呼び親しまれているのが伊豆神社の清水です。水深は約
30センチメートルで、特に北側で活発に湧いている様子を
見ることができます。
　この清水は道路改良などでだいぶ小さくなったようです
が、以前は500平方メートルを超える広さで水田耕作の貴
重な水源でした。境田一郷の総鎮守とされる伊豆神社は、
飯詰の野守城五代目城主である久米又左衛門行重が享保13
（1728）年に創建したとされていますが、当時から多くの
水量を誇り、地域に豊かな稔りをもたらしていたことがう
かがえます。
　長年、伊豆神社の責任役をされてきた鈴屋昭治さん（上
中野町）によると、神社は杉木立に囲まれ、清水の水面を
渡る風も涼しかったことから、子どもたちの絶好の勉強場
所だったとのこと。「夏休みになれば、地区の子どもはみ
んな神社に集まり、勉強したり清水で水浴びをしたりして
過ごした。神社周辺は子どもの頃の思い出がつまった場所
だ」と当時の思い出を交えて話してくれました。

　伊豆神社の祭典は毎年８月15日に行われます。お祭り
の前に境内の清掃が行われますが、清水の清掃は境内の
清掃とは別の日に半日かけて行われます。そこに、神社
と清水に子どもの頃から親しんできた境田地区の方々の
思いが垣間見える気がしました。

問い合わせ●町商工観光交流課　観光班　☎0187-84-4909
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〝
食
育
〞と
は「
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、 

知

育
、 

徳
育
及
び
体
育
の
基
本
と
な
る
べ
き
も
の
」で
あ

り
、 「
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
食
に
関
す
る
知
識
と
、 

食

を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、 

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
」で
す
。

　

こ
の〝
食
育
〞を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
平

成
17
年
に『
食
育
基
本
法
』が
定
め
ら
れ
、 

美
郷
町
で
も

『
美
郷
町
学
校
食
育
推
進
計
画
』と『
美
郷
町
食
育
推
進

計
画
』を
作
り
、 

食
に
関
す
る
意
識
調
査
や
食
生
活
の

改
善
を
目
指
し
た
料
理
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

心
と
体
の
健
全
な
育
成
を
め
ざ
し
て

〝
食
育
〞教
育 

● 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
間
交
流
事
業

心
と
体
の
健
全
な
育
成
を
め
ざ
し
て

〝
食
育
〞教
育 

● 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
間
交
流
事
業

子ども育成
プロジェクト

ち
づ
く
り
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ち
づ
く
り
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
の
一
つ
で
あ
る
「
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

の
一
つ
で
あ
る
「
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
生
き
生
き
と

は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
生
き
生
き
と

成
長
で
き
る
よ
う
に
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

成
長
で
き
る
よ
う
に
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る

　

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
〝
食
育
食
育
〞
教

育
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
間
交
流
事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

育
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
間
交
流
事
業
の
取
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ジ
ェ
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ト
」
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す
べ
て
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子
ど
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た
ち
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将
来
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夢
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持
ち
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夢
に
向
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っ
て
生
き
生
き
と

成
長
で
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る
よ
う
に
豊
か
な
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性
を
育
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る
こ
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を
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し
て
い
ま
す
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〝
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〝
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育
〞
っ
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何
で
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か
？
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ど
も
の
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育
〞

　８月８日に保健センターで「みさとっこ元気クリ
ニック」が行われ、親子連れ15組が食習慣に関する
勉強会と調理実習に参加しました。調理実習では低
カロリーなわらびもち作りに挑戦。手作りおやつの
優しい味わいを楽しみました。

　８月８日に保健センターで「みさとっこ元気クリ
ニック」が行われ、親子連れ15組が食習慣に関する
勉強会と調理実習に参加しました。調理実習では低
カロリーなわらびもち作りに挑戦。手作りおやつの
優しい味わいを楽しみました。

　自分の健康を維持するために「何をどのくらい　自分の健康を維持するために「何をどのくらい
食べれば良いのか」を考えることができ、実行で食べれば良いのか」を考えることができ、実行で
きる力を身につけるのは大切なことです。きる力を身につけるのは大切なことです。
　また、私たちの食生活が自然の恩恵のうえに成　また、私たちの食生活が自然の恩恵のうえに成
り立ち、たくさんの生産者に支えられていることり立ち、たくさんの生産者に支えられていること
に感謝の気持ちを持つこと、自分が住む土地の食に感謝の気持ちを持つこと、自分が住む土地の食
物を積極的に食べ、食べ物を作る経験をすること物を積極的に食べ、食べ物を作る経験をすること
―これもこれも〝食育食育〟です。です。
　みなさんも　みなさんも〝食育食育〟に取り組んでみませんか？に取り組んでみませんか？

　自分の健康を維持するために「何をどのくらい
食べれば良いのか」を考えることができ、実行で
きる力を身につけるのは大切なことです。
　また、私たちの食生活が自然の恩恵のうえに成
り立ち、たくさんの生産者に支えられていること
に感謝の気持ちを持つこと、自分が住む土地の食
物を積極的に食べ、食べ物を作る経験をすること
―これも〝食育〟です。
　みなさんも〝食育〟に取り組んでみませんか？

・健全な食生活を実践する
・「食」に関する知識と、「食」を選択する知識を習得する
・地販地消に努める
・水を町民共有の貴重な財産として大切にする

・健全な食生活を実践する
・「食」に関する知識と、「食」を選択する知識を習得する
・地販地消に努める
・水を町民共有の貴重な財産として大切にする

基本
方針

　

子
ど
も
の〝
食
育
〞は
と
て
も
重
要
で
す
。子
ど
も
の

時
に
身
に
付
け
た
食
習
慣
は
将
来
の
体
と
健
康
の
土
台

に
な
り
ま
す
。ま
た
、食
べ
物
の
好
み
と
も
関
係
す
る
こ

と
か
ら
、一
度
身
に
付
い
て
し
ま
っ
た
食
習
慣
を
直
す

〝
食
育
〞
教
育

食
生
活
・
食
習
慣
の
基
礎
を
培
い
ま
す

今よりも少し、「食」を気にしてみよう！

「美郷町食育推進計画」「美郷町食育推進計画」
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■『美郷町食育推進計画』は町のホームページでご覧いただけます。

　

現
在
、 

美
郷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
６
１
４
名
の

小
中
学
生
が
所
属
し
、 

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、 

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、 

卓
球
、 

剣
道
、 

柔
道
、 

空

手
道
、 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、 

陸
上
競
技
、 

ス
キ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
に
は
競
技
力
を
磨
く
こ
と

の
み
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、 

活
動
を
通
じ
て
経
験
す

る
社
会
生
活
や
文
化
的
側
面
か
ら
心
の
豊
か
さ
と
た
く

ま
し
さ
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、そ
の
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、 

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
が
昭
和
49
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流

事
業
の
地
方
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
入
先
と
し
て
美
郷
町
が

選
ば
れ
、 

８
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ー
ゲ
ン
ト
体
操
種
目
の
メ
ン
バ
ー
９
名（
高
校
生
８

名・指
導
者
１
名
）が
当
町
に
滞
在
し
ま
し
た
。 

滞
在
期

間
中
、 

メ
ン
バ
ー
は
町
内
５
世
帯
の
受
入
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、 

清
水
め
ぐ
り
や
樽
み
こ
し
、 

舟
ッ
コ
流

し
、 

茶
道
、 

華
道
、 

六
郷
高
等
学
校
生
と
の
交
流
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
に
は
中
央
体
育
館
で
美
郷
町
卓
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
の
交
流
を
行
い
、 

団
員
と
二
人
一
組
に
な

っ
て
ダ
ブ
ル
ス
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
す
る
な
ど
、 

身

振
り
手
振
り
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

交
流
を
体
験
し
た
団
員
は

「
楽
し
か
っ
た
」「
す
ぐ
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
し
て
い
た

の
で
運
動
神
経
が
良
い
と
思
っ
た
」「
得
点
が
入
る
と
大

き
な
声
で
喜
ん
だ
の
で
び
っ
く
り
し
た
」と
話
し
、 

他

団
体
と
の
交
流
か
ら
刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

こ
と
は
難
し
く
、 

子
ど
も
の
こ
ろ
に
健
全
な
食
生
活
を

身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。 『
美
郷

町
学
校
食
育
推
進
計
画
』は
こ
の
点
に
力
を
入
れ
、 

学

校
給
食
や
家
庭
科・保
健
体
育
な
ど
の
授
業
を
通
し
て

食
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
と
し
て
の
ほ
か
、 〝
食
育
〞

を
進
め
る
上
で
も「
生
き
た
教
材
」と
し
て
の
活
用
や
充

実
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
伴
い
、 

町

で
は
、 

町
内
の
児
童
生
徒
に
統
一
し
た
教
育
環
境
と
一

貫
し
た
〝
食
育
〞
を
進
め
る
た
め
、 

北
給
食
セ
ン
タ
ー

の
給
食
の
配
給
方
式
を
弁
当
方
式
か
ら
南
給
食
セ
ン
タ

ー
と
同
じ
食
缶
方
式
に
す
る
こ
と
と
し
、 

夏
休
み
前
に

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。 

夏
休
み

明
け
か
ら
食
缶
方
式
で
給
食
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
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と
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の
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護
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月
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日
に
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卓
球
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少
年
団
と
の
交
流
を
行
い
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団
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と
二
人
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な
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て
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の
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に
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ど
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入
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と
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し
た
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し
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他

団
体
と
の
交
流
か
ら
刺
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を
受
け
た
様
子
で
し
た
。

者
に
対
し
て「
孤
食
」「
偏
食
」を
避
け
る
こ
と
や
自
分
で

料
理
を
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
間
交
流
事
業

ス
ポ
ー
ツ
団
体
間
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
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　７月31日にＪＡ秋田おばこ（藤村正喜組合長）が町内の清掃活動を行いました。暑い
なか約500人の職員の皆さんがごみ袋を片手に吸殻や空き缶などを集めました。この活
動はＪＡ秋田おばこが誕生10周年を機に地域の環境保全・美化運動に貢献しようと始め
たもので、３年目となる今年は六郷地区の湧水群を中心に、町内の清掃活動を行いまし
た。藤村組合長は「地域の皆様に育てられているＪＡだからこそ、これからも地域ボラ
ンティアを進めていきたい」と話していました。この日は約３時間の活動でトラック１
台分のごみを回収しました。

町内を清掃して
いただきました

ＪＡ秋田おばこ職員ボランティア清掃活動

町 話題の

　秋田県商工会連合会は県南地域の起業を促進しようと、町商工会六郷会館に「美
郷町起業支援室」を開設しました。８月５日に同会館で行われた開所式では、テー
プカットや館内視察に続き、同連合会の東海林福会長と町商工会の近藤道哲会長の
あいさつが行われ、近藤会長は「県南の核として、情報発信の場として活用できる
ようにしたい」と述べました。また、来賓として出席した松田町長は「入居企業が
ひとり立ちした際には町としても様々な支援策も準備している。一人でも多くの雇
用が生まれることを期待したい」とあいさつをしました。起業支援室では入居企業
への指導員によるサポートのほか、商工会の各種施策を活用した経営・技術の両面
にわたる支援を受けることができます。

美郷町起業支援室がオープン
県南の起業支援の拠点に

　例年夏休み期間中に開催している手づくり「しかけ絵本」教室が、今年も７月
３１日と８月１日に美郷町公民館と美郷町学友館で開催され、親子連れ１５組が
オリジナル絵本作りに挑戦しました。講師の先生から借りた見本用の作品を手に
取って“しかけ”の構造を確認したり、切り方を真似したりして、思い思いの作
品を仕上げていました。参加者からは「楽しい」「もっとたくさん作ってみた
い」という声が聞かれました。

楽しみました　手づくり「しかけ絵本」教室
色画用紙を切ったり、折ったり、貼り付けたり

　美郷町出身の日本画家・髙橋清見さんが紺綬褒章を受章されました。髙橋さんは六郷高校
を卒業後、上京して日本画家の故児玉希望さんに師事。日展で特選を２度受賞するなど、日
本を代表する美術展覧会で多くの賞を受賞されています。また、昨年には絵画17点を町に寄
贈していただきました。

髙橋清見さんが紺綬褒章を受章されました
美郷町出身の日本画家

　８月24日に農業委員の皆さんが町内の農地パトロールを行いました。農地パトロールは耕作
放棄している農地がないか、転用許可の農地が目的どおりに使用されているかを確認するため
に行っています。耕作放棄化を事前に防止するために、農家の方々との意見交換のなかで食糧
を育む農地の維持管理の必要性を訴えました。
※農地が遊休化すると雑草が生い茂り病害虫発生の原因となり、周囲の土地へ迷惑をかけることになります。
　遊休化した農地は簡単に復元することが難しくなります。また、農地を農地以外の目的で利用する場合は、
　農地法の許可が必要です。無許可の転用は法律に基づく厳しい罰則（懲役、罰金）が科せられます。

農地パトロールを行いました

あなたの農地、
大切に守られていますか？

6月下旬に学友館に来館された髙橋清見さん▶
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MISATO TOPICS

　８月15日に美郷町公民館で平成22年度美郷町成人式が行われ、
新成人278名の門出を祝いました。
　式典では松田町長から３地区の代表者にそれぞれ成人証書が手
渡され、成人者代表として西村航平さん（大町）が「美郷町民と
しての誇りを胸に、その名に恥じぬよう日々精進していくことを
約束します」と謝辞を述べました。また、式典後には髙橋和万実
行委員長（旭町）と新成人となる26名が出演する成人式記念ＤＶ
Ｄの放映が行われました。映像では保育園や中学校当時の恩師か
らのメッセージや、小・中学校時代の部活動などの様子が紹介さ
れました。成人者の皆さんは、思い出の行事や幼かった友達の姿
などが映し出されると、懐かしそうにスクリーンを見つめていま
した。「感謝～ありがとう」をテーマに行われた今年の成人式。
思い思いの「ありがとう」を胸に大人の一歩を踏み出しました。

平成22年度美郷町成人式
成人の門出を祝いました

美
郷
町
長　

松　

田　

知　

己

　

こ
こ
し
ば
ら
く
、
随
分
と
暑

い
日
が
続
き
ま
し
た
。
連
日
の

30
度
越
え
に
は
、
体
も
心
も

「
勘
弁
し
て
よ
」
で
し
た
。

「
地
球
温
暖
化
の
せ
い
で
毎
年

こ
れ
か
ら
こ
う
な
る
の
？
」
と

不
安
に
な
る
と
と
も
に
、
「
農

作
物
も
こ
れ
か
ら
は
種
類
が
変

わ
っ
て
く
る
か
も
な
」
と
思
っ

て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
与
え

ら
れ
て
い
る
自
然
環
境
の
中
で

生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私

た
ち
に
と
っ
て
、
「
環
境
適
応
力

が
問
わ
れ
る
世
紀
が
来
る
か
も

し
れ
な
い…

」
な
ん
て
Ｓ
Ｆ
的

な
思
い
も
頭
を
よ
ぎ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
て
、
環
境
適
応
と
い
う
こ

と
で
言
え
ば
、
私
は
す
ぐ
水
稲

品
種
「
亀
ノ
尾
」
を
思
い
起
こ

し
ま
す
。
「
冷
害
に
堪
え
得
る

稲
を
」
と
い
う
こ
と
で
、
明
治

期
に
山
形
県
の
阿
部
亀
治
さ
ん

と
い
う
農
家
が
、
水
温
が
低
い

田
ん
ぼ
の
水
口
ま
わ
り
で
生
育

が
良
好
な
１
株
を
見
つ
け
、
育

成
し
た
品
種
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
耐
冷
性
に
関
し
て
従
前
の

品
種
に
突
然
変
異
が
生
じ
、
低

温
環
境
で
も
生
育
で
き
る
環
境

適
応
性
を
持
っ
た
稲
が
偶
然
生

ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

こ
う
し
た
突
然
変
異
、
実
は
い

ろ
ん
な
作
物
で
生
じ
て
い
ま
す
。

美
郷
の
シ
ン
ボ
ル
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ベ

ン
ダ
ー
は
紫
色
が
普
通
で
す
が
、

そ
の
中
に
ほ
ぼ
白
色
の
ラ
ベ
ン
ダ

ー
が
出
現
し
て
い
ま
す
。
突
然
変

異
で
す
。
そ
れ
を
こ
れ
ま
で
大
切

に
育
て
、
ほ
ぼ
遺
伝
的
に
固
定
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
町
で

は
今
年
４
月
、
国
に
品
種
登
録
の

出
願
を
し
ま
し
た
。
品
種
名
称
は

「
美
郷
雪
華
」
で
す
。
先
般
、
そ

の
出
願
を
受
理
し
た
こ
と
が
官
報

に
公
示
さ
れ
、
品
種
登
録
に
向
け

た
手
続
き
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

今
後
、
品
種
登
録
の
要
件
の
審
査

が
あ
り
、
問
題
が
な
け
れ
ば
品
種

登
録
さ
れ
る
運
び
で
す
。
な
ん

と
、
美
郷
町
が
町
独
自
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
品
種
を
保
有
す
る
と
い
う
可

能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
農
学
部
卒
業
の
私
と
し
て

は
、
品
種
の
権
利
を
保
有
す
る
こ

と
の
意
義
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も

り
で
す
の
で
、
本
当
に
喜
ん
で
い

ま
す
。
美
郷
町
の
情
報
発
信
に
も

充
分
利
用
で
き
ま
す
。

　

偶
然
の
賜
物
の
突
然
変
異
に

意
味
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
仮
に
何
か
に

適
応
す
る
、
あ
る
い
は
対
応
す

る
た
め
の
変
異
だ
っ
た
と
考
え

る
と
、
そ
れ
が
白
色
で
あ
っ
た

こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
ま

す
。
と
い
う
の
も
、
美
郷
が
誇
る

「
水
」
に
「
白
」
を
足
す
と
、

「
泉
」
に
な
る
か
ら
で
す
。

「
突
然
変
異
の
妙
」

「清水まつり」で樽みこしの先頭を歩く松田町長 突
然

風

み
な
く
ち

み
さ
と
せ
っ
か

▲成人代表の謝辞を述べる西村航平さん

突突
「
突

風
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活躍◆第16回東北小学生バドミントン大会秋田県予選
　兼全県小学生バドミントン大会 （７月25日　能代市総合体育館）

◆第２回秋田県ジュニア水泳記録会（８月１日　秋田県立総合プール）

■男子４年生以下シングルス　　第３位　照井　功生（仙南西小）
■男子５年生以下シングルス　　優　勝　渡邊　拓斗（千畑南小）　第２位　高橋　大夢（千畑南小）
　　　　　　　　ダブルス　　　第２位　森本　寿昭（千畑南小）、田口　　楓（六郷小）
■女子６年生以下ダブルス　　　第３位　照井　友香（仙南西小）、加藤　佑奈（千屋小）
　７名は10月２日から宮城県で行われる東北大会に出場します。

　２名はそれぞれの種目で全国大会の標準記録を突破し、８月26日か
ら東京都で行われた第33回全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水
泳競技大会に出場しました。

■女子11歳～12歳
【 50M 平　泳　ぎ】
【100M 平　泳　ぎ】
【 50M バタフライ】
【200M 個人メドレー】

佐藤　李茄（六郷中１年）
佐藤　李茄（　　〃　　）
奥山　美優（六郷小６年）
奥山　美優（　　〃　　）

35秒13
1分16秒09
30秒82

2分30秒49

第１位
第１位
第３位
第２位

◆第37回全県学童相撲大会
　兼第29回東北学童相撲大会秋田県予選

◆第37回全県学童相撲大会兼JOCジュニアオリンピック
　カップ第23回全日本小学校相撲大会秋田県予選

（７月25日　鹿角市立大湯相撲場）

（７月25日　鹿角市立大湯相撲場）

【個人選手権】第３位　髙橋　哲平（仙南東小６年）

【５年生の部】第２位　久米　伊織（仙南東小５年）

◆東北電力旗
　第23回東北ミニバスケットボール大会県大会

◆第６回町民サッカー大会結果

（８月２日　秋田市立体育館）

　六郷小学校の開校に伴い新生チームとなって半年足ら
ずですが、見事にブロック優勝を果たし、８月10日に宮
城県で行われた東北大会に出場しました。

Ａブロック　優　勝　六郷ピオニーズ
六郷ピオニーズ　48 ― 38　四ツ屋ウィンスマイルズ
六郷ピオニーズ　35 ― 31　飯島

松井　哲太（美郷Ａ）、岡田　未空（美郷Ｂ）、
高橋　真琴（六郷）

優秀選手賞

池田　佑弥（美郷選抜）、畠山　奏（サリスタＡ）、
丑沢　文（サリスタＢ）
髙橋　和博（六郷パパーズ）、
齊藤　太建喜（千畑ＰＰＯＢ）、
一星　誠（美郷パパーズ）、森川　健（シニア）
黒沢　瑛一（設備屋）、渋谷　知紀（チキンズ）、
金子　健治（AGELESS）、渋谷　豊（大澤組）
松井　幸恵（美郷ママーズ）、中野　瑞恵（六郷
ママーズ）、田村　祥子（六郷ママーズ）　　

キッズ

ジュニア

ビギナー

一　般

女　子

美郷Ｂ

優　勝

美郷A

準優勝

美郷選抜

六郷パパーズ

AGELESS

美郷ママーズ

サリスタA

美郷パパーズ

設備屋

六郷ママーズ

サリスタB

シニア

チキンズ

―

六郷

第３位
池田　大貴
（美郷Ｂ）

最優秀選手賞

田村　　創
（美郷選抜）

大久保　繁
（六郷パパーズ）

松井　幸宏
（AGELESS）
岡田 真紀子
（美郷ママーズ）

部 門
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◆第31回東北中学校相撲大会

「美郷っこ」が大活躍

美郷町は平成23年度全国高等学校総合体育大会自転車競技（トラック競技）の開催地です。

平成22年度秋田県高等学校自転車競技新人大会が10月９日㈯、
10日㈰の二日間、美郷町自転車競技場で開催されます。

【１年の部】第３位　　　本間　賢志（仙南中）
【個人選手権・３年の部】藤田　涼平（　〃　）

▲左から本間賢志さん、藤田涼平さん、顧問の鈴木
　先生。２名は８月18日、19日に鳥取県で行われた
　全国大会に出場しました。

【団　体　戦】
【個人選手権】
【３ 年 の 部】
【２ 年 の 部】

【１ 年 の 部】

準優勝　仙南中学校相撲部
第３位　藤田　涼平（仙南中）
第３位　藤田　涼平（　〃   ）
第５位　髙橋　歩睦（　〃   ）
第６位　髙橋　広冶（　〃   ）
第１位　本間　賢志（　〃   ）
第３位　千葉　隆宏（　〃   ）

（８月５日　十和田市相撲場）

（７月17日　鹿角市八幡平相撲場）
◆第59回秋田県中学校総合体育大会相撲競技

　５名は第31回東北中学校相撲大会に出場しました。

【女子100M平泳ぎ】
【女子200M平泳ぎ】

第２位　1分17秒36　佐藤　李茄（六郷中１年）
第３位　2分41秒53　佐藤　李茄（　　〃　　）

（７月17～19日　県立総合プール）
◆第59回秋田県中学校総合体育大会水泳競技

　佐藤李茄さんは８月９日から山形県で行われた東北大会に出場しました。

【女子ダブルス】準優勝 高橋　未稀（仙南中）
佐藤　　愛（　〃　）

（７月18日　潟上市天王体育館）

◆第59回秋田県中学校総合体育大会
　バドミントン競技

　２名は８月９日に福島県で行われた第31回東北
中学校バドミントン大会に出場しました。

【中学校小編成の部】
（８月８日　秋田県民会館）

◆全日本吹奏楽コンクール
　秋田県大会

【男子共通110MＨ】
【女子２・３年1500M】

優　勝
第３位
第４位

金　賞　千畑中学校吹奏楽部　
金　賞　六郷中学校吹奏楽部

伊藤　晶広（仙南中３年）
田村　優美（千畑中３年）
熊谷　千鶴（仙南中３年）

（７月17日～19日　県営陸上競技場）
◆第59回秋田県中学校総合体育大会
　陸上競技

　３名は８月６日、７日に岩手県で行われた東北大会に
出場しました。

【女子200M平泳ぎ】第５位　2分41秒79　佐藤　李茄（六郷中１年）
（８月９日～11日　山形市総合スポーツセンター）

◆第42回東北中学校水泳競技大会

　千畑中学校はサイバートリップ
（木下牧子作曲） 、  六郷中学校は
アルカザール～スペイン風序曲 
（リヤーノ作曲） を演奏しました。

（７月31日　湯沢文化会館）

◆第18回秋田県小学校
　バンドフェスティバル

入　賞　六郷小学校音楽部
　六郷小学校音楽部の皆さ
んは９月11日に福島県で開
催される全日本吹奏楽コン
クール東北大会の県代表に
推薦されました。

10月９日（土）、10日（日）は
美郷町自転車競技場に行こう

中学校
総合体育大会

結果

７月17日から19日にかけて
第59回秋田県中学校総合体
育大会が開催されました。
県内各会場で熱戦を繰り広げ
た「美郷っこ」の活躍をご紹介
します。
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　秋田県と秋田県人権啓発活動ネットワーク協議会が発行した
『許さない！DV』のリーフレットを配布しています。「これは
DVなのかも…」と思ったら、一度手に取り目を通してください。
リーフレットは美郷町役場福祉保健課と美郷町学友館、美郷町公
民館に備え付けてあります。

「許さない!DV」の
リーフレットを配布しています　
「許さない!DV」の
リーフレットを配布しています　

い
っ
し
ょ
に
ね
。 

力
を
合
わ
せ
て  

男
女
共
同
参
画

い
っ
し
ょ
に
ね
。 

力
を
合
わ
せ
て  

男
女
共
同
参
画

【 

男
女
共
同
参
画
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ 

】

男女共同
参画社会を
めざして女

共
同
参
画
社
会
と
は
〝
男
性
で
あ
る
こ
と
〞
や
〝
女
性
で

あ
る
こ
と
〞
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
人
」
と
し
て
対
等
に
活
躍

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
女
性
に
向
け
ら
れ
る
暴
力
の
根
絶
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る

人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
対
す
る

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

親
密
な
関
係
に
あ
る
と
、
支
配
や
暴
力
が
見
え
に
く

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
は
繰
り
返
さ
れ
、
徐
々
に

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、
Ｄ

Ｖ
）
と
は
夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
長
い
間
、

Ｄ
Ｖ
は
〝
家
庭
の
中
の
問
題
〞
〝
夫
婦
間
の
問
題
〞
と

し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
り
犯
罪
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
暴
力
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
精
神
的
ま
た
は
経
済
的
、
性
的
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

形
の
暴
力
が
含
ま
れ
ま
す
。

女
共
同
参
画
社
会
と
は
〝
男
性
で
あ
る
こ
と
〞
や
〝
女
性
で

あ
る
こ
と
〞
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
人
」
と
し
て
対
等
に
活
躍

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
中
に
は
女
性
に
向
け
ら
れ
る
暴
力
の
根
絶
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る

人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
に
対
す
る

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

男男

「
Ｄ
Ｖ
か
も…

」と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
相
談
を

「
Ｄ
Ｖ
か
も…

」と
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
相
談
を

　

親
密
な
関
係
に
あ
る
と
、
支
配
や
暴
力
が
見
え
に
く

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
、
Ｄ

Ｖ
）
と
は
夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
長
い
間
、

Ｄ
Ｖ
は
〝
家
庭
の
中
の
問
題
〞
〝
夫
婦
間
の
問
題
〞
と

し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
り
犯
罪
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
暴
力
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
精
神
的
ま
た
は
経
済
的
、
性
的
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

形
の
暴
力
が
含
ま
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

っ
て
何
で
す
か
？

Ｄ
Ｖ
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

っ
て
何
で
す
か
？

など

など

など

など

など

精神的暴力

経済的暴力

性的暴力

社会的暴力

子どもを
利用した暴力

・大声で怒鳴ったり、 「何でも従え」と言う　　・何を言っても無視する
・交友関係を制限したり電話の内容をチェックする
・人前で侮辱する　　・大事なものを捨てる　　・外出を禁止する

・生活費を渡さない　　・家計を細かく監視する
・外で働くことを妨害する　　・洋服などを買わせない
・妻の収入や預金を勝手に使う　　・借金を負わせる

身体的暴力
・殴る、 蹴る、 平手で打つ、 首を絞める　　・包丁を突きつける
・物を投げつける　　・髪を引っ張る　　・やけどをさせる
・怪我をしているのに病院に行かせない　　・階段から突き落とす

・無理にポルノビデオを見せる
・避妊に協力しない　　・中絶の強要

・妻の生活や人間関係、 行動などに対して無視をしたり制限をしたりする
・実家や友人との付き合いについて制限をして妻を独占しようとする　など

・子どもに暴力を加えたり、 暴力を見せる
・子どもに母親を非難させたり、 中傷することを言わせる
・子どもを取り上げる　　・「子どもに危害を加える」と言って脅す

こんなこともDVです
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　８月８日にもとだて児童館で「父子チャレンジ教室①」が
開催されました。この教室は、日ごろ仕事などで子どもと過
ごす時間の少ないお父さんに、父子一緒のひとときを楽しん
でもらう目的で企画しているもので、この日は親子連れ10
組が参加しました。
　参加者が体験したのは自動車フロントガラスに使用される
ポリビニールブチラール（PVB）中間膜の廃材を利用した
特殊絵の具を使った“ディンプルアート”。色鮮やかな特殊
絵の具をガラス板に塗り、ステンドグラス調のぬり絵を楽し
みました。参加者全員とも“ディンプルアート”に挑戦する
のは初めてでしたが、世界に一つだけの作品の完成と、想像
していた以上の出来映えに満足した様子でした。

「父子チャレンジ教室①」
パパと一緒に“ディンプルアート”
「父子チャレンジ教室①」
パパと一緒に“ディンプルアート”

　「イクメン」とは子育てを楽しみ、
自分自身も成長する男性のこと。職場
でも家庭でも一生懸命な人って素敵で
すよね。あなたも「イクメン」を目指
してみませんか？
■『イクメンプロジェクト』ホームページ
　http://www.ikumen-project.jp

目指せ「イクメン」!目指せ「イクメン」!

男女共同参画に関するお問合わせ先●総務課まちづくり班　TEL 0187-84-1111

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
暴
力
は
繰
り
返
さ
れ
、
徐
々
に

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
の
深
刻
さ
を
防
ぐ
た
め
に
は
早
期
の
対
応

が
大
切
で
す
。
暴
力
を
受
け
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
す
ぐ

に
左
記
ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
秋
田
県
女
性
相
談
所

　
　
　

平　
　

日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時

　
　
　

土
日
祝
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　
　

☎
０
１
８
ー
８
３
５
ー
９
０
５
２

　
　
　

☎
０
１
２
０
ー
７
８
３
ー
２
５
１

■
秋
田
県
警
察
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番

　
　
　

24
時
間
受
付

　
　
　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
は

　
　
　

女
性
警
察
官
が
応
対
し
ま
す
。

　
　
　

☎
０
１
２
０
ー
０
２
８
ー
１
１
０

■
美
郷
町
役
場　

福
祉
保
健
課

　
　
　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　

☎
０
１
８
７
ー
８
４
ー
４
９
０
７

受付
時間

受付
時間

受付
時間

　　それを聞いて、「え～っ、お父さ
んも!!」と思わず声が出てしまいました。
ひとりで留守番をしていた私はとても
心細くなりました。

C

　　メモには『これから保育園の保護
者会があるので出かけます。夕食の仕
度はしておいたので、先に食べておい
てください。』と書いてありました。

B

　　夕食後、 お風呂から上がってくると、
「メモは読みましたか。 保護者会が長引
きそうなので帰りが遅くなりそうです。」 
という留守番電話が入っていました。

A

　　私は、中学１年生の女の子です。学
校からかえると、食卓の上に保育園に勤
めている親からのメモがありました。

D

  　「今、会社のトラックからだよ。長
距離の配達は終わったけど、道がすごく
混んでいるので帰りが遅くなるよ。」と
伝えてきました。

 　準備してくれていた夕食を食べてい
る途中、親からの電話がありました。

E

Ｆ

答えは36ページ下にあります。

●から●の文章は、ある家庭での出来事を
紹介したものです。矛盾がないように並べ
替えてみましょう。

●から●の文章は ある家庭での出来事を

あなたは
偏った見方をして
いませんか？

あなたは
偏った見方をして
いませんか？
Ａ F
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暑
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厳
し
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終
わ
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が

近
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い
て
き
ま
す

夏
ま
つ
り

　

点
描
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郷町教育委員会では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
に基づき、外部評価委員の意見を取り入れながら教育委員会の事務

事業の執行状況について点検及び評価する取り組みを行っています。
　このたび、平成21年度の事務事業についての評価がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。

■点検評価報告書は町ホームページでご覧いただけます。

保育園施設環境整備事業 A A 中学生海外研修事業 B B 水を学ぼうプロジェクト事業 － A
一時保育事業 A A 芸術文化活動事業 B A 不審者対策事業 B B
放課後児童健全育成事業 A A 成人式事業 B B 学校適正規模再編事業 A A
子育て支援事業 A A 読書環境充実事業 B A スクールバス運行事業 B A
すこやか子育て支援事業 A A ブックスタート事業 B B 奨学資金事業 A A
幼稚園施設環境整備事業 － A 文化財保護事業 A A 確かな学力定着事業 B A
水を学ぼうプロジェクト事業 － B 社会教育施設環境整備事業 B B 学校交流事業 A A

－ A スポーツ教室等事業 A A ALT招致事業 B B
家庭教育事業 B B 少年スポーツ振興事業 B B 小学校施設環境整備事業 A A
青少年教育事業 B A 町民スポーツ大会事業 B B 中学校施設環境整備事業 A A
成人教育事業 B B スポーツ振興事業団補助事業 B B 就学援助事業 B A
高齢者教育事業 A A スポーツ普及活動支援事業 B B は平成２１年度新規事業
伝統行事等伝承事業 B B 社会体育施設環境整備事業 B B は評価委員会判定により変更されたもの

昨年度
評価

今年度
評価

水を楽しもうプロジェクト事業

担当課 事　務　事　業　名 昨年度
評価

今年度
評価担当課 事　務　事　業　名 昨年度

評価
今年度
評価担当課 事　務　事　業　名

学　

務　

課

社
会
教
育
課

社
会
教
育
課

幼
児
教
育
課

事務事業の点検・評価に関するご意見・お問い合わせ先●学務課学務班　☎0187-84-4914

評価結果の総括

【事業の方向性】 【総合評価】

評価の方法

評価結果の概要

1事業（2.7%）2事業（5.4%）24事業（64.9%）10事業（27.0%）

休止、廃止を
検討する

見直しのうえ
継続する

現状のまま
維持する

さらに
重点化する 成果がほとんど上が

っておらず、抜本的
な見直しが必要

Ｄ
成果が十分に上がっ
ておらず、改善の余
地が多い

Ｃ
優れた取組がいくつ
かあり、成果が上がっ
ている

Ｂ
優れた取組が多く、
十分成果が上がって
いる

Ａ

――15事業（40.5%）22事業（59.5%）

教
育
委
員
会
の

事
務
事
業
の

点
検
・
評
価
を

行
い
ま
し
た

美

必要性について
（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

十分できている
16事業

有効性について
（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

1
2

経済・効率性について
（事務効率化、コスト縮減しているか。）

目標達成度について
（計画通りに目標を達成できたか。）

※「減少」はなし ※「できていない」はなし

※「できていない」はなし ※「できていない」はなし

3 4

できている
21事業

十分できている
22事業

できている
15事業

十分寄与する
22事業

概ね寄与する
15事業

増加
21事業

横ばい
16事業
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総　務　課

問い合わせ●町総務課　管財班　☎0187-84-1111（内線1213）

入札日時

入札場所
申込期間
受付時間
申込場所

不動産の公売を行います

六郷字南明天地167番１ （再掲）広報美郷平成22年7月号掲載原野〃2 798

六郷字南明天地179番  　　　〃　　　　（物件番号３の近傍）雑種地〃3 765

六郷字小安門59番4  　　　〃　　　　（無道路地）宅地〃4 216 45

六郷字古舘南29番7 羽後交通側清水バス停付近雑種地〃5 158

六郷字赤城90番12 国道13号沿い・看板付雑種地〃6 58
小荒川字街道筋165番1、164番1、
163番1、158番1（４筆） 県道角館六郷線小荒川の十字路付近雑種地〃7 528

佐野字土場41番1、176番1（２筆） 佐野交通安全看板設置土地および隣地
（看板は売却時撤去）宅地ほか土地1

土崎字上野乙170番1 なかよし園向い原野〃8 213

土崎字上野乙171番  　　　〃原野〃9 340

不動産の場所（美郷町内） 備　　考地目区分物件
番号

公簿地
（㎡、計）

【売払い物件】

【物件番号1】佐野字土場41番1、176番1

【物件番号4】六郷字小安門59番4

【物件番号2】六郷字南明天地167番1　

【物件番号5】六郷字古舘南29番7

【物件番号8】土崎字上野乙170番1

【物件番号3】六郷字南明天地179番

【物件番号6】六郷字赤城90番12

【物件番号9】土崎字上野乙171番

150

【物件番号7】小荒川字街道筋165番1、164
　　　　　 番1、163番1、158番1（４筆）
【物件番号7】小荒川字街道筋165番1、164
　　　　　 番1、163番1、158番1（４筆）

行政知っ 情報行政知っ 情報
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税　務　課

企画財政課

行政知っ 情報

問い合わせ●町税務課　☎0187-84-4902

９月30日（木）は固定資産税（３期）と
国民健康保険税（３期）の納期限（口座振替日）です

■口座振替がとても便利です

《口座振替のメリット》

■納め忘れがないかご確認ください。

9月30日㈭

３期
３期

固定資産税
国民健康保険税(普通徴収)

科目等
納期限

《口座振替日》

■口座振替を希望される方は次の取扱い金融機関
　でお申し込みください。

■税の納付がどうしても困難なときは、お早めに
　ご相談ください。

○秋田銀行
○北都銀行

○羽後信用金庫
○ゆうちょ銀行

○秋田おばこ農協
○秋田ふるさと農協

平成22年10月１日　国勢調査を実施します

問い合わせ●町企画財政課　情報統計班　☎0187-84-4901（内線2004・2005）

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/
　　　　　　　2010/kouhou/index.htm

国勢調査については平成22年国勢調査
広報サイト「国勢調査 e-ガイド」をご覧
ください。

国勢調査 e-ガイド

募集内容
業務内容
雇用期間
就業時間

賃　　金
資　　格
加入保険
申込方法

申込期限

国勢調査の臨時職員を募集します

問い合わせ●町企画財政課　情報統計班　☎0187-84-4901（内線2004・2005）
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農　政　課

住民生活課

行政知っ 情報行政知っ 情報

問い合わせ●町農政課　農村整備班　☎0187-84-4908

農地等を宅地等に転用する場合は手続きが必要です

次回の農業振興地域整備計画の
変更（除外・用途変更）申し出の受付期間は

10月１日（金） ～ 10月29日（金）です。

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187-84-4903

10月から「粗大ごみの有料化」が始まります

■使用する際は次の点にご注意ください

■指定のごみ袋を使用しないごみ（古紙類を除く）
　は、地域の集積所に出せません

→粗大ごみ収集券を使う場合

→大量に出す場合は直接大仙クリーンセンターへ

■平成22年度の粗大ごみ収集日と申込受付期間

■申込先

午前８時30分～午後５時
※土日祝日は受付していません。

申込受付期間収集日 受付時間

10Kgごとに１枚粗大ごみ
収集券の枚数

30Kg以上重さ 30Kg未満15Kg未満

２枚１枚

10/４㈪～10/８㈮10/14㈭

10/25㈪～11/１㈪11/４㈭

搬　　入
受付時間

９月から「もやせるごみ袋」の特大サイズ（70ℓ）を販売します９月から「もやせるごみ袋」の特大サイズ（70ℓ）を販売します
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福祉保健課

行政知っ 情報行政知っ 情報

問い合わせ●町福祉保健課　地域包括支援班　☎0187-84-4907（内線1506）

問い合わせ●大仙保健所　健康・予防課　☎0187-63-3403

食と健康のフェスタを開催します
ご家庭でも減塩食に挑戦しませんか？

内容

日時
会場

問い合わせ●町福祉保健課　福祉班　☎0187-84-4907(内線1504)

日本赤十字社資のご協力ありがとうございました

「敬老会」を開催します
■開催時間はいずれの会場も午前10時からです。

「金婚をお祝いする会」を開催します

対象者

開催日時
開催会場
【次の点にご注意のうえ、 お申し込みください】

中央体育館
（旧六郷体育館）

９月20日（月）
敬老の日六郷地区

北体育館
（旧千畑体育館）９月19日（日）千畑地区

南体育館
（旧仙南体育館）９月18日（土）仙南地区

会　場開催日地　区

【美郷町内の社資合計額および社員数】
平成22年度社資合計額　5,138,000円
平成22年度社員数　　   　　5,221人

イベントに参加された方には地場産野菜の
プレゼントもあります!!
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福祉保健課

８月　９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

行政知っ 情報行政知っ 情報

子ども手当の申請手続きはお済みですか？
９月30日を過ぎると満額の支給が受けられなくなります

９月30日を過ぎると４月分に遡って支給
が受けられなくなります

問い合わせ●町福祉保健課　医療保険班　☎0187-84-4907（内線1508・1509・1510）

問い合わせ●町福祉保健課　福祉班　☎0187-84-4907（内線1504）

10月から国民健康保険の被保険者証が変わります

不在または長期入院等の場合は
福祉保健課医療保険班に９月10
日㈮までご連絡ください。

【被保険者証の有効期限について】

　平成22年10月２日～平成23年９月30日までの間に75歳になる方
有効期限

　退職者医療制度の対象者で平成22年10月２日～平成23年10月１日までの間
　に65歳になる退職者本人およびその被扶養者の方
有効期限

手続きが必要な方

【国民健康保険への届出は速やかに】

■加入の届出が遅れると

■やめるときの届出が遅れると

子宮頸がん予防接種対象者の皆様へ
９月30日までの
ワクチン接種をお勧めします

１回目の接種が９月30
日を過ぎると３回目は翌年４月１日以降になるた
め、接種料金は全額自己負担になります。

問い合わせ●町福祉保健課　健康対策班（町保健センター内）　☎0187-84-4900

H22 H23

１回目の接種が９月30日を過ぎ
ると３回目、もしくは２回目以
降は全額自己負担になります。

助成期間 自己負担

を過を ぎ

４月１日以降
自己負担

１回目の接種を９月30日まで行うと
助成期間内に３回目まで接種できます。
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福祉保健課

行政知っ 情報行政知っ 情報

問い合わせ●町福祉保健課　医療保険班　☎0187-84-4907（内線1508・1509・1510）

福祉医療制度についてのお知らせ

■福祉医療費受給者証交付申請手続きに必要なもの

■福祉医療費の対象とならないもの

■こんなときは福祉保健課に届出をしてください

【届出に必要なもの】

■福祉医療費受給者証を使用する際は
　次の点にご注意ください
　県外の医療機関で受診された場合

　窓口で受給者証を提示しなかった場合

　自己負担分を支払った場合

　【還付手続きに必要なもの】

・出生の日

父子家庭の児童

・65歳の誕生日の属する月の初日
・身体障害者手帳交付の日に属する
　月の初日

0歳から6歳まで な　し
(所得審査はあり)

高齢身体
障がい者

乳幼児
(未就学児)

身体障害者手帳4級から6級を持っ
ている65歳以上の方(社保本人除く)

・ひとり親家庭となった日の属する
　月の初日

母子家庭または両親のいない児童
(18歳まで) あ　り

あ　り

ひとり親
家庭の児童

区　分 対　象　者 始　期 所得制限

※所得制限のある区分は、毎年8月に前年の所得による審査を行い、受給の可否を決定しています。

・後期高齢者医療適用の日
・身体障害者手帳交付の日に属する
　月の初日

身体障害者手帳4級から6級を持っ
ていて後期高齢者医療に加入して
いる方

重度心身
障がい(児)者

な　し
(社保本人はあり)

・療育手帳または身体障害者手帳
　交付の日の属する月の初日

療育手帳(A)または身体障害者手帳
1級から3級を持っていて後期高齢
者医療に非加入の方

・後期高齢者医療適用の日
・療育手帳または身体障害者手帳
　交付の日の属する月の初日

療育手帳(A)または身体障害者手帳
1級から3級を持っていて後期高齢
者医療に加入している方

■種類と内容

■福祉医療制度
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役場住民生活課に届出してください。

問い合わせ 町教育委員会　社会教育課　生涯学習班　☎0187（84）4915

「わくわくスクール事業」「わくわくスクール事業」

響きあい　共に育つ　「人づくり」

●戸籍関係証明書
　（戸籍抄本・戸籍謄本など）
●住民票
●印鑑証明書
●所得証明書
●課税証明書
●非課税証明書
●納税証明書
●軽自動車税納税証明書
●土地建物その他の証明
　（資産証明書等）
●外国人登録証明書
●身分証明書
●合併証明書

下記の証明書の発行

●町税の収納
●町営住宅使用料の収納
●保育料の収納
●上下水道使用料の収納

税や使用料の収納

●死亡届・死産届の受理
●埋火葬に関する手続き
●町税や各種使用料の
　納付書の再発行
●国民健康保険証等の再発行
●各課への文書等の取次ぎ

そ　の　他

出張所ではこのような
業務を行っています

住所 美郷町六郷字安楽寺122番地
☎0187-84-4904　☎0187-84-4040
FAX 0187-84-3763

六郷出張所（美郷町学友館）
住所 美郷町飯詰字北中島37番地1
☎0187-84-4915　☎0187-83-2280
FAX 0187-83-2451

仙南出張所（美郷町公民館）

夜7時まで利用できます!夜7時まで利用できます!

生涯学習
マスコット
マナビィ

まなびまなび
～社会教育のまど～

次回、春休みの“わくわくスプリングスクール”は学校を通してご案内します。

「水遊び・清水めぐり」
子どもたちが撮った水辺写真を美郷
フェスタで展示します。

「ポニーとのふれあい」
ポニーのお世話や、実際に乗ったり
してふれあいました。

「ピザ作り」
包丁を使って野菜を切ってキレイに
盛り付け、おいしく頂きました。

わくわくサマースクールの様子

次の届出は出張所では取り扱っておりません

旧町村の印鑑登録証をお持ちの方は
必ず新しい印鑑登録証に更新後おいでください
更新は平日に役場住民生活課で手続きをしてください

土日・祝祭日も
開いています!

■転入届  ■転出届
■転居届  ■世帯主変更届

住所に
関する届出

■出生届  ■婚姻届
■入籍届  ■離婚届
■転籍届  ■養子縁組届 等

戸籍に
関する届出

役場住民生活課に届出してください。
※土日祝祭日または夜間にあたる場合は役場日直ま
　たは宿直に届出してください。

午前9時～午後7時
毎週月曜日
午前9時～午後7時出張所の業務時間

（国民の祝日にあたる場合は翌日）、
12月29日から翌年1月3日

毎週月曜日出張所の休業日

月
6

月
13

火
21

月
27

平成22年9月の休業日

旧町村の印鑑登録証では印鑑証明書を発行することができませんのでご注意ください。
[手続きに必要なもの]　･旧印鑑登録証　 ･認印
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・配偶者である第２号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第２号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第２号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第２号被保険者が65歳になったとき

・本人の住所が変わったとき

・配偶者である第２号被保険者の加入している
 年金制度が変わったとき　  例）厚生年金→共済組合

・本人（第３号被保険者）が就職して厚生年金
 や共済組合に加入したとき

第３号
↓
第１号

第３号
↓
第２号
第３号
↓
第３号

―

被保険者種別
（変更前→変更後）届け出が必要な場合

住所地の
市町村

届出先

第２号被保険者
の勤務先

第２号被保険者
の勤務先

勤務先

※種別は変わりません
が届出は必要です
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小学生のみんな！一緒にあそぼう！

担当／福祉保健課福祉班☎0187（84）4907・もとだて児童館☎0187（84）1004

子育て支援の子育て支援の催し子育て支援の催し
事　業　名 対　象　・　内　容 期　日 場　所 時　間
なかよし園開放 子育て相談・自由遊び

みんな集まれ！
9月

なかよし園 TEL.85-3115
わくわく園 TEL.84-0023
すこやか園 TEL.83-2100

問い合わせ

毎週月～金曜日（平日のみ）

０～３歳児　「バス遠足」
※事前に申込みが必要です。 9月10日（金）

お友達と一緒に遠足にいこう!! 9月  8日（水）

０～３歳児　「誕生会」
9：30～11：30

9月  3日（金）

2～ 3歳児　「体を動かして遊ぼう」 9月17日（金）
ひまわり広場

0～ 1歳児　「体を動かして遊ぼう」 9月27日（月）

お外であそぼう
子育て相談

9月  1日（水）
おり紙であそぼう 9月  3日（金）
砂あそびをしよう 9月  6日（月）
お散歩しよう 9月  8日（水）
お絵かきしよう 9月10日（金）
歌ってあそぼう 9月13日（月）

あそびにおいで
体を動かしてあそぼう

10:00 ～ 12：00
9月15日（水）

９月生まれのお誕生会 9月17日（金）
絵本をみよう 9月22日（水）
体操をしよう 9月24日（金）
かけっこしよう 9月27日（月）
がんばれ! 運動会 9月29日（水）

子育て相談室開放 子育て相談・自由遊び 毎週月～金曜日（平日のみ）

子育て相談 毎週月～金曜日（平日のみ）

子育て広場「ひだまり」
９月のお誕生会 9月  1日（水）
お買い物にいこう!

なかよし園

なかよし園 9：30～11：30

9：30～12：30南部シルバーエリア
（横手市大森）

わくわく園

わくわく園

もとだて児童館

もとだて児童館

南部シルバーエリア
「老人と子どもの触れ
合いセンター」

すこやか園

すこやか園

9：30～11：309月15日（水）
母親サークル

わんぱく（ママさん）広場
おばあちゃん広場 おはなしなぁ～に？ 9月22日（水）

マスコットの入ったカプセルを割り
ばしとクリップですくうゲームをし
たよ。みんな苦戦しているけど、でき
るかな。他にも、射的やかき氷屋さん
などのお店を開いたよ。

風が吹くとおさかなたちがゆらゆら
ゆら。かわいいおさかなモビールの
でき上がり！

材料をペットボトルに入れ、氷の中
でコロコロ。うまく固まってアイス
クリームができるかな･･･。

正方形に切った牛乳パックに布をあ
てアイロンをかけると、こんなにか
わいいコースターができたよ！

左から六郷小１年 渋谷樹里依さん
　　　　　　３年 渋谷　太樹君

左から六郷小１年 藤岡 桜愛さん
　　　　　　１年 富樫 麗未さん

２年生のお友達のみんなだよ。

布専用のペンで絵をかいて、オリジ
ナル三角布を作ったよ！

プラスチックの板に絵をかいてオー
ブントースターで加熱すると小さく
縮んでキーホルダーのでき上がり。左から六郷小１年 齋藤　陽太君

１年 佐々木歩夢君
３年 佐々木陸人君
１年 上野　遥生君

夏休み
児童館の様子

チビッ子フェステバル
もとだて児童館コーナー
（会場は町中央体育館ほか）

■９月の開館

11：00～
15：00４日（土）

10：00～
15：00

自由にあそぼう!
（六郷小学校代休のため）

21日（火）
22日（水）

自由にあそぼう!25日（土）

内　　容日にち 時　間

おさかなモビール　おさかなモビール　 夏祭り大会　夏祭り大会　

牛乳パックコースター　牛乳パックコースター　 アイスクリームを作ろうアイスクリームを作ろう

布に絵をかこう絵をかこう プラバン工作プラバン工作おさかなモビール　 夏祭り大会　

牛乳パックコースター　 アイスクリームを作ろう

布に絵をかこう プラバン工作
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問い合わせ●学友館　☎0187（84）4040学友館から新刊図書のご案内

・つづきの図書館
・世界の伝記NEXT　伊能忠敬
・行け！シュバットマン
・アラスカたんけん記

絵本

児童書

・なきすぎてはいけない
・ぼくのえんそく
・まくらのせんにん  そこのあなたの巻

今月のお奨め本

・火群のごとく
・和菓子のアン

一般図書

・御巣鷹山と生きる
・仏像ミステリー
・ドキュメント宇宙飛行士選抜試験
・ガーリー・リメイク・ブック
・おサケについてのまじめな話
・言葉はなぜ生まれたのか
・くじけないで

・乙女の密告
・私の優しくない先輩
・ええもんひとつ

文文
芸
美
郷

文
芸
美
郷

短　歌俳　句川柳

（六郷）
「 ヒオウギ 」「

作品

北
嶋　

カ
ネ

東
海
林
甚
平

髙
橋　

一
實

岩
田　
　

貞

林　
　

文
子

斎
藤　

静
子

小
野
寺
龍
治

籠
谷　

ミ
チ

田
沢　

正
義

伊
藤　

敏
子

小
木
田
敏
子

高
橋
サ
チ
子

藤
井　

義
三

高
橋　

茂
子

渡
辺
ケ
イ
子

髙
橋　

重
寿

金
沢

金
沢
西
根

千
屋

六
郷

六
郷

金
沢

金
沢
西
根

六
郷

仙
北
市

金
沢

第
一
暁

元
本
堂
北
部

中
野塚

羽
貫
谷
地

千
屋

戸
澤　

陽
子

煙
山　

善
吉

髙
橋　

作
太

高
橋　

ゆ
き

西
村　

文
子

加
藤　

省
市

加
藤　

栄
子

塩
寺　

榮
子

杉
山　

信
一

戸
沢　

夢
人

深
澤　

勇
光

高
橋　
　

茂

熊
谷　

順
子

千
屋

六
郷
東
根

畑
屋

六
郷

六
郷

金
沢
西
根

金
沢
西
根

六
郷

本
堂
城
回

本
堂
城
回

畑
屋

六
郷

六
郷

　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記
のうえ、９月10日㈮までご応募ください。応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載で
きないことがあります。内容が広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●役場総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール  info@town.misato.akita.jp

作品（短歌、俳句、川柳イラストなど）を募集します作品（短歌、俳句、川柳イラストなど）を募集します

第143回芥川賞（平成22年度上半期）受賞作
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■「施設サービス」を利用したい場合

■「在宅サービス」を利用したい場合

介護保険事務所　認定審査班　☎0187（86）3912
福祉保健課　地域包括支援班　☎0187（84）4907

OS介護ネットURL
http://www.oskaigonet.or.jp/ 問い合わせ

問い合わせ

要介護認定から介護保険のサービス利用まで
要介護認定の申請をして、「要支援１・２」「要介護１～５」のいずれかの認定を受けた方は介護保険のサービスを利用できます。

要介護認定から介護保険のサ ビス利用まで

介護保険事務所からのお知らせ介護保険事務所からのお知らせ

～美郷交番からのお知らせ～～美郷交番からのお知らせ～

大仙警察署
美 郷 交 番

☎0187(63)3355
☎0187(84)2004

美郷北駐在所
美郷南駐在所

☎0187(85)3110
☎0187(82)1100

◆認知症キャラバン・メイト養成研修のお知らせ
　認知症サポーターを養成する講師（キャラバン・メイト）
を育成するため、「認知症キャラバン・メイト養成研修」を開
催します。 たくさんのご参加をお待ちしております。
　　  大曲仙北圏域に在住又は在勤の方で、認知症サポータ
　　  ー養成講座の講師をボランティアとして行える方。
　　  認知症の正しい知識と理解、 認知症の人への対応、 認
　　  知症サポーター養成講座の開き方　など

日　時●10月13日㈬午前９時～午後４時30分
会　場●大仙市役所仙北庁舎　大会議室　　受講料●無料
申込方法●９月27日㈪までに郵送またはFAXでお申し込みく
　　　　ださい。研修日程、 申込用紙はOS介護ネットから
　　　　ダウンロードできます。 ※事務局への電話でも可
申込先●〒014-0805  大仙市高梨字田茂木10　大曲仙北広
　　　　域市町村圏組合　介護保険事務所　企画管理班
　　　　　　　　 ☎0187-86-3910　FAX0187-86-3914

９月11日は「警察相談の日」
～安心の警察相談は♯9110～

　　　  ９月30日は交通事故死ゼロを目指す日です

９月21日から30日までの10日間は
「秋の交通安全運動」期間です

きのこ採り  一人で行かず  グループで

相談
窓口

運
動
の
重
点

■「要支援１・２」と認定を受けた方でサービスを
　利用したい場合

内容

対象
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情 報 ひろば Misato town
INFORMATION

日　　時●９月５日㈰午前10時～
集合場所●名水市場　湧太郎　１階ホール
撮影場所●寺院、清水など３か所位各20分程度
そ の 他●副賞を多数用意しています。また、入選作
　　　　　品は湧太郎に展示します。
※当日は六郷名水茶会（午前10時～午後３時　湧太郎、
　浄光寺）が開催されています。
問●美郷町観光情報センター　☎0187-84-0110

　用水管理システム機器の点検整備のため、下記幹線
用水路を断水します。ご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
断水期間●９月13日㈮～11月３日㈬
断水施設●１号幹線用水路（支用14-1・2号、15～20号、
　　　　　直分18-1、22号）
問●秋田県仙北平野土地改良区　☎0187-62-0180

　介護や福祉に関するご相談をケアマネージャー、管
理栄養士、看護師がお受けします。悩みを抱えず相談
してみませんか。
日　　時●９月18日㈯午前９時～午後４時
場　　所●ロートピア緑泉
問●ロートピア緑泉　☎0187-84-2284

受 講 料●33,080円
申 ・ 問●〒010-0001　秋田市中通６丁目７-９  ３階
　　　㈳秋田県消防設備保守協会　☎018-835-5880

募集内容●障がい者施設の支援員および看護師
募集人員●４名
勤 務 地●後三年鴻声の里（美郷町飯詰）
雇用期間●平成22年10月１日～平成23年３月31日
賃　　金●時給720円～（職種、資格等による）
必要資格●看護師は正・准看護師資格、支援員は不問
申込期限●９月10日㈮
申込方法●ハローワーク大曲（☎0187-63-0335）を
　　　　　通じてお申込みください。
問●後三年鴻声の里　☎0187-83-2035

日　　時●10月３日㈰午前８時受付　※小雨決行
会　　場●雁の里パークゴルフ場
参加資格●町民の方でパークゴルフ愛好者
参 加 料●無料
申込期限●９月24日㈮
申込方法●所定の申込用紙に記入のうえ、雁の里管理
　　　　　棟または下記までお申し込みください。
問●町パークゴルフ協会
　　会　長　齊藤新一郎☎0182-37-2567
　　事務局　菊田　幸一☎0182-37-3625

日　　時●10月10日㈰午前９時～
会　　場●大仙市太田テニスコート
参加資格●中学生以上で町内に在住もしくは通勤、通
　　　　　学されている方。その他主催者が認めた方。
試合方法●男子の部、女子の部で予選リーグ、決勝ト
　　　　　ーナメントを行う。
参 加 料●無料
申込期限●９月30日㈭
申込方法●トレーニングセンターみさとに備え付けの
　　　　　用紙でお申し込みください。
　　　　　☎0187-84-0033　FAX 0187-84-1315
問●町テニス協会・美郷テニスクラブ事務局
　　吉野　☎0187-84-2875

募　集

お知らせ

◆「後三年鴻声の里」の職員を募集します

◆第６回美郷町パークゴルフ大会の
　参加者を募集します

◆美郷町ソフトテニス大会の
　参加者を募集します

◆消防設備点検資格者講習会を行います

◆ミス清水フォトコンテストを開催します

◆用水路の長期断水のお知らせ

◆介護・福祉相談会を行います

10月19日㈫～21日㈭

実施日区分

第１種

第２種

講習会場

ルポール
みずほ
（秋田市）10月26日㈫～28日㈭

９月９日㈭～28日㈫
持参または郵送

受付期間

15 420

2t 9,450

500kg  3,150 9
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みさぽーとプレス
美郷町住民活動センター「みさぽーと」からのお知らせ

問い合わせ／美郷町住民活動センター「みさぽーと」　☎0187（84）4922

新聞紙で作る“エコバッグ“講座を開催しました!!
 7月14日に、中央行政センター（旧六
郷庁舎）で、新聞紙４枚を使って“エ
コバッグ”を作るという講座を開催し
ました。暑いなか、19名の方に参加し
ていただきました。
　新聞紙を糊で貼り合わせたり、棒状
に丸めたものを折り曲げたり、四苦八
苦しながらも分からないところは隣同
士で相談して、全員が１時間ほどで作
業を終えました。出来上がるころには
手が真っ黒になりましたが、出来栄え
を講評し合うなど和やかムードで今回
の講座は終了しました。
　次回は、みさぽーと主催イベントと
して「みさぽーとまつり」を計画中で
す。決まり次第、このページでお知ら
せしますのでお楽しみに!!

み
さ
ぽ
ー
た
ー

夏
の
写
真
集
！

千屋小学校４年生
「書写」

仙南東小学校３年生
「総合的な学習～野菜作り～」
収穫した野菜で調理実習

六郷小学校
「太鼓」

千畑中学校
「総合的な学習～わら細工～」
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●7月届出順

赤ちゃん お父さん・お母さん 行政区

すこやかに

亡くなった方 年齢 行政区 亡くなった方 年齢 行政区

やすらかに

新郎・新婦 行政区等 新郎・新婦 行政区等

おしあわせに

人　口
男
女
世帯数

22,299人
10,572人
11,727人
6,753世帯

うご き人の

７月末現在・（　）内は前月比

戸籍の窓

在 宅 外 科 当 番 医

休 日 救 急 医 療 連 携 事 業

歯 科 休 日 当 番 医

診察時間●午前９時～午後１時

（日曜日・祝日および年末年始）

仙北組合総合病院

内科・小児科
午前9時～午後3時

0187－63－2111

診療場所

診療科目
診療時間

電話番号

献血にご協力ください
９月13日㈪
　　10：00～ 11：30 ■㈱レジーナ秋田支店
　　12：30～ 14：00 ■ロートピア緑泉
　　14：30～ 16：00 ■マカベ㈱秋田工場

診察時間●午前10時～午後４時

診察日 当　番　医 電話番号
(0187)

診察日

９/ ㈰ 63-21115 仙北組合総合病院　外科

㈰ 63-211119 仙北組合総合病院　整形
㈰ 63-213112 大曲中通病院

㈪ 63-211120 仙北組合総合病院　外科

㈭ 63-213123 大曲中通病院

㈰ 63-211126 仙北組合総合病院　整形

９/ ㈰ 65-22385 高橋歯科医院（大仙市角間川町）

㈰ 53-226812 祐生堂医院歯科（仙北市角館町）

㈰ 69-282819 仙北歯科医院（大仙市福田）

㈰ 63-810026 井関歯科医院（大仙市朝日町）

当　番　医 電話番号
(0187)

　平成22年８月生まれの赤ちゃんが写っている写真（1枚）の裏面に赤
ちゃんのお名前と生年月日、ご両親のお名前、 住所、 電話番号を記入
し、メッセージ（30字以内）を添えて９月10日㈮までご応募ください。

●応募先　役場総務課、六郷出張所、仙南出張所

「美郷の赤ちゃん」を募集します

（元本道北部／
 智治さん・愛理良さん）

齊 藤 璃 稀 ちゃん
り の

「元気いっぱい、笑顔の
素敵な女の子に
なってね☆」

美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん美郷の赤ちゃん
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10月1日●
発行予定です。

金

植物油インキを
使用しています。

9月町のカレンダー
9/1●～10/5●水 火

　秋田諏訪宮の鳥居〆切舞を初めて拝見さ
せていただきました。神官が〆縄を切る瞬
間はまさに圧巻で、普段とは違う神聖な空
気に身が洗われた気がします。今年は例年
になく暑い日が続きました。舟ッコ流しや
樽みこしは、この季節にぴったりなお祭り
でしたね。にぎやかな声がだんだんと小さく

なるに連れて、秋の気配を感じる今日この
頃です。○
　実は樽みこしの取材中に軽いめまいと頭
痛に襲われました。「もしかして熱中症?!」
と思い、スポーツドリンクを飲んで日陰に
避難。すぐに回復しましたが、「気を付け
ていたつもりだったのに」と我ながら驚き
ました。稲穂も頭を垂れ、朝晩の風は涼し
くなりましたが、まだまだ日中は暑い９月。
みなさんも体調管理には十分に気を付けて
くださいね。○

山

西

●行政相談（中央ふれあい館10：00～12：00）
●くるみの会機能訓練（保健センター　10：00～15：00）

●巡回児童相談（仙北地域振興局　事前申込み要）
　※申込みは町福祉保健課福祉班へ（☎84-4907）

●ひまわり会（保健センター　9：30～11：30）
●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●コーヒーサロンてとて
　（南ふれあい館　10：00～14：00）

20

●くるみの会機能訓練（保健センター　10：00～15：00）
●巡回児童相談（仙北地域振興局　事前申込み要）
　※申込みは町福祉保健課福祉班へ（☎84-4907）

●敬老会（北体育館　10：00～）→

敬老の日
●敬老会（中央体育館　10：00～）→

●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

P22

P24

P25

P25

P25

秋分の日

●敬老会（南体育館　10：00～）→

21

●美郷町チャレンジ健康マラソン（陸上競技場  受付8：30～）
●美郷町チビッ子フェスティバル（中央体育館ほか 11：00～）
●水環境マイスター養成講座
　（中央行政センター　9：00出発）
●わくわくおはなし「夢ふうせん」（学友館  10：30～11：00）
●図書館ボランティア「紙ひこうき」
　（南ふれあい館　14：00～ 15：00）

●地販地消レシートらりー開催中（～10月17日）

●操体法実技（保健センター　10：00～11：30）
●てとての会定例会（保健センター　13：30～16：00）
●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●美郷町グラウンド・ゴルフ決勝大会
　（大台野広場グラウンドゴルフ場）
●六郷名水茶会（名水市場湧太郎ほか　10：00～15：00）

●ひまわり会（保健センター　9：30～11：30）
●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

22

19
18

16

29

26
27

23
24
25

28

15

13
14

8

1

9
10
11
12

5
6

2
3

4

7

30

火

水

木

月

日

木

月

火

金

土

日

水

火

金

土

日
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●てとての会定例会（保健センター　13：30～15：30）
●湯とぴあ雁の里　定休日
●六郷出張所・仙南出張所　休業日

●農業振興地域整備計画変更申出期間
　（～10月29日）→

●不動産公売（役場　13：30～）→

●勝平得之版画展（学友館　～10月31日）

5

3
4

110/
2

土

17 金

水

木

火

水

木

木

金

土

日

月

月

火

金

土

日

水

固定資産税第３期、
国民健康保険税第３期
　　　　の納期限です。

9/30は

●おはなしの会「しゃぼんだま」
　（千畑交流センター　10：00～11：00）

子ども手当の申請手続きはお済みですか？
９月30日を過ぎると満額の支給が受けられ
なくなります。詳しくは26ページをご覧く
ださい。

【19ページの答え】●→●→●→●→●→●。 保育士をしているお父さんが夕食の支度をして保護者会に出かけていました。
お母さんはトラックの運転手です。 固定的な意識が強いと並べ替えが難しいかもしれませんね。

D B F Ｅ A C
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